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●
第
六
次
由
仁
町
総
合
計
画
基
本
構
想

　
　

総
合
的
か
つ
計
画
的
な
行
政
運
営
を
確
立
し
、
住
民
福
祉
の
向
上
を
図
る

　

た
め
、平
成
35
年
度
ま
で
を
計
画
期
間
と
す
る
「
第
六
次
由
仁
町
総
合
計
画
」

　

が
策
定
さ
れ
、
当
該
計
画
の
基
本
構
想
に
つ
い
て
議
決
し
ま
し
た
。

平成２9年
第 1回定例会
　平成 29 年第１回定例会は３月６日に召集され、会期を 22 日ま
での 17 日間として開会されましした。
　諸般の報告（会務、例月出納検査、産業・厚生常任委員会道内
行政視察、平成 28 年度定例監査）、行政報告、平成 29 年度町政
執行方針及び教育行政執行方針が行われ、一般質問は４名の議員
が５件の質問を行いました。
　また、条例の制定及び一部改正案７件、平成 28 年度各会計補
正予算案６件、計画案１件、平成 29 年度各会計予算案７件を慎
重に審議し、いずれも原案のとおり可決されました。
　なお、平成 29 年度各会計予算案は、予算審査特別委員会に付
託され、審査を行い議決されました。

  

条
例
の
制
定
・
一
部
改
正

●
が
ん
ば
れ
子
ど
も
応
援
基
金
条
例
の
制
定

　
　

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
分
野
で
の
活
動
に
お
い
て
、
全
国
規
模
の
大
会
で
活
躍

　

す
る
子
ど
も
た
ち
を
町
ぐ
る
み
で
応
援
す
る
た
め
、
基
金
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

●
由
仁
町
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

　
　

番
号
法
に
基
づ
き
町
の
独
自
利
用
事
務
の
情
報
連
携
に
つ
い
て

　

制
定
さ
れ
ま
し
た
。

●
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
及
び
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関 

   

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

　
　

児
童
福
祉
法
で
養
子
縁
組
里
親
に
つ
い
て
定
義
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
関
係
部

　

分
の
表
現
が
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

●
由
仁
町
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

　
　

軽
自
動
車
に
係
る
自
動
車
取
得
税
の
廃
止
に
伴
い
、
平
成
29
年

　

４
月
か
ら
軽
自
動
車
税
環
境
性
能
割
が
創
設
さ
れ
、現
行
の
軽
自
動
車
税
は
、

　

軽
自
動
車
税
種
別
割
に
名
称
が
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

軽
自
動
車
税
環
境
性
能
割
は
、
従
来
の
自
動
車
取
得
税
と
同
様
に
、
自
動

　

車
を
取
得
し
た
時
に
申
告
納
付
を
行
い
ま
す
。
当
面
の
間
、北
海
道
が
賦
課
・

　

徴
収
の
事
務
を
行
い
ま
す
。

　
　

ま
た
、
個
人
住
民
税
に
お
い
て
は
医
療
費
控
除
で
特
定
一
般
医
薬
品
等
を

　

１
万
２
千
円
以
上
購
入
し
た
場
合
、
８
万
８
千
円
を
限
度
と
し
て
医
療
費
控

　

除
が
受
け
ら
れ
る
特
例
（
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
）
が
設
け
ら
れ

　

ま
し
た
。（
従
来
の
医
療
費
控
除
を
選
択
す
る
こ
と
も
可
能
）

　

※
次
ペ
ー
ジ
こ
と
ば
辞
典
参
照

●
由
仁
町
地
域
福
祉
支
援
事
業
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

　
　

平
成
29
年
４
月
１
日
か
ら
、
こ
れ
ま
で
介
護
予
防
給
付
と
し
て
行
っ
て
き

　

た
訪
問
介
護
（
ヘ
ル
パ
ー
事
業
）
と
通
所
介
護
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
）
が

　

新
し
い
総
合
事
業
（
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
）
と
し
て
開
始

　

さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
条
例
の
制
定
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

  

計
　
画

●
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

　
　

介
護
保
険
料
軽
減
措
置
を
平
成
29
年
度
も
継
続
実
施
す
る
ほ
か
、
地
域
支

　

援
事
業
の
包
括
的
支
援
事
業
の
う
ち
認
知
症
総
合
支
援
事
業
に
つ
い
て
は
、

　

事
業
開
始
の
準
備
が
整
っ
た
こ
と
か
ら
計
画
を
１
年
繰
上
げ
、
平
成
29
年
４

　

月
１
日
か
ら
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

●
由
仁
町
防
災
行
政
無
線
施
設
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

　
　

防
災
行
政
無
線
施
設
の
更
新
（
デ
ジ
タ
ル
化
）
に

　

伴
い
、
無
線
施
設
の
設
置
場
所
や
戸
別
受
信
機
の
取

　

り
扱
い
等
に
つ
い
て
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　小さくてもキラリと輝くまちを目指して
　当町はこのたび、平成 29 年度から平成 35 年度までの７年間を計画期間

とし、まちづくりの指針となる「第六次由仁町総合計画」を策定いたしました。

　この計画では、まちの将来像を「小さくてもキラリと輝くまちへ」と定め、

豊かな自然や多種にわたる農畜産物など多くの地域資源を活用しながら町民

の皆さんと行政が今以上の信頼関係を築き、共に力を合わせながら「住んで

良かった」、「ずっと暮らしていたい」と感じるようなまちづくり、また、未

来を担う子どもたちに「住みよいまち」、「ふるさととして誇れるまち」であ

ることを伝えられる、感じることができるまちづくりを目指したいと考えて

おります。

　近年の市町村を取り巻く状況は、長びく景気の低迷、人口減少と少子高齢

化の進行、環境問題の顕在化、地方分権の進展、高度情報化など大きな転換

期を迎えています。このような中、本計画が目指す将来像の実現のためには、

町民の皆さんと行政が一緒に考え、一緒に行動する信頼と連携のまちづくり

を推進することが、小規模自治体ならではのまちづくりの礎となるものと考

えています。今後とも町民の皆さんのご理解とご協力をお願い申し上げます。

　この計画を策定するに当たり、ご協力をいただきました町民の皆さんをは

じめ、精力的にご審議を重ねていただきました由仁町まちづくり協議会の委

員の皆さん、専門的な観点からの助言、提言等を行う総合計画策定アドバイ

ザーをお引き受けいただきました道都大学鈴木教授に心から厚くお礼申し上

げます。

　　　　　　　　　　　　　　平成 29 年３月　　

　　　　　　　　　　　　　　 由仁町長　松村　諭

セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制

　

セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
（
医
療
費
控
除
の
特

例
）
は
、
健
康
の
維
持
増
進
及
び
疾
病
の
予
防
へ
の
取
り

組
み
と
し
て
一
定
の
取
り
組
み
を
行
う
個
人
が
、
平
成
29

年
１
月
１
日
以
降
に
、
ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
医
薬
品
（
要
指

導
医
薬
品
及
び
一
般
用
医
薬
品
の
う
ち
、
医
療
用
か
ら
転

用
さ
れ
た
医
薬
品
）
を
購
入
し
た
際
に
、
そ
の
購
入
費

用
に
つ
い
て
所
得
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で

す
。

　

セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ

Ｈ
Ｏ
）
に
お
い
て
、「
自
分
自
身
の
健
康
に
責
任
を
持
ち
、

軽
度
な
身
体
の
不
調
は
自
分
で
手
当
て
す
る
こ
と
」
と

定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
と
ば
辞
典

第六次由仁町総合計画の町長挨拶文より
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会　　計　　名 平成29年度
当初予算額

平成28年度
当初予算額 比　　　較 伸　率（％）

国 民 健 康 保 険 会 計 53,541 57,470 △3,929 △6.8

介 護 保 険 会 計 88,940 87,991 949 1.1

農 業 集 落 排 水 会 計 113,230 133,711 △20,481 △15.3

後期高齢者医療会計 30,721 31,829 △1,108 △3.5

水 道 事 業 会 計 469,282 426,226 43,056 10.1

病　　院　　会　　計 244,588 230,784 13,804 6.0

合　　　　　計 1,000,302 968,011 32,291 3.3

特別会計等・一部事務組合への負担
（単位：千円）

項　　　　目 平成29年度
当初予算額

平成28年度
当初予算額 比　　　較 伸　率（％）

南 空 知 葬 斎 組 合 7,570 7,859 △289 △3.7

南 空 知 公 衆 衛 生 組 合 94,585 90,068 4,517 5.0

南 空 知 消 防 組 合 226,548 287,566 △61,018 △21.2

道 央 廃 棄 物 処 理 組 合 6,121 1,583 4,538 286.7

合　　　　　計 334,824 387,076 △52,252 △13.5

○ 一般会計から特別会計等への繰出金

○ 一部事務組合負担金 （単位：千円）

議会を傍聴してみませんか！
次の定例会は、６月に開会します。

手続は、備え付けの傍聴者名簿に住所・氏名を記入するだけです。

議会の開催日については、防災無線でお知らせしています。

会　　計　　名 平成29年度
当初予算額

平成28年度
当初予算額 比　　　較 伸　率（％）

一 　 般 　 会 　 計 5,720,900 5,333,230 387,670 7.3

国 民 健 康 保 険 会 計 1,303,566 1,280,068 23,498 1.8

介 護 保 険 会 計 623,628 633,233 △9,605 △1.5

農 業 集 落 排 水 会 計 385,294 251,567 133,727 53.2

後期高齢者医療会計 87,045 89,488 △2,443 △2.7

水 道 事 業 会 計 937,717 847,275 90,442 10.7

病 院 事 業 会 計 515,796 510,336 5,460 1.1

合　　　　　計 9,573,946 8,945,197 628,749 7.0

平成29年度予算を可決
　　　　　　　　　　第１回定例会　　３月６日～22日

一般会計・特別会計　　総額95億7,395万円(前年度比7.0％増)

（単位：千円）

■平成 29 年度の主な事業■
（新規・拡充分）

●移住・定住　　　　　　　　　　　　　　●主な普通建設事業
　　・移住交流センター運営事業　　　　　　　・本三川地内道路改良工事
●人材の育成　　　　　　　　　　　　　　　　・由仁神社線調査測量設計業務
　　・若者担い手育成塾　　　　　　　　　　　・町営住宅火災警報器取替工事
●農林業　　　　　　　　　　　　　　　　　　・町営住宅建設に係る実施設計
　　・加工センター備品の更新　　　　　　　　・公営住宅建設に係る工事監理
　　・林地台帳の整備　　　　　　　　　　　　・北栄団地建設工事
●医療・福祉・保健　　　　　　　　　　　　　・わかば団地建設工事
　　・健康推進・地域活性化試行的事業　　　　・あけぼの団地解体除却工事
　　（ＫＣＭ事業）　　　　　　　　　　　　　　・しらかば団地解体除却工事
　　・臨時福祉給付金（経済対策分）　　　　　   ・給食センター改築工事及び監理
　　・地域サロン開設補助事業　　　　　　　　・小学校体育館屋根改修工事
　　・認知症総合支援事業　　　　　　　　　　・三川会館屋根修繕工事
　　・認知症カフェ運営事業　　　　　　　　　・ゆにガーデン厨房機器取替工事等
●教育　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・体験農園網戸設置工事
　　・がんばれ子ども応援事業　　　　　　　　・町立病院病床転換工事実施設計
●防災、防火、交通安全　　　　　　　　　　　・集落排水施設機能強化事業
　　・消防指令車の更新　　　　　　　　　　　・由仁取水施設撤去工事
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一般
質問議

　
会
　
質
　
疑

加
藤
議
員

　
　
　
国
的
に
高
齢
化
、
人
口
減

　
　
　
少
が
続
く
中
、
交
通
弱
者

の
足
を
確
保
す
る
こ
と
が
急
務
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
当
町
に
お
い
て
も
町
内
の
公
共

交
通
空
白
地
域
の
解
消
な
ど
、
交

通
体
系
の
検
討
・
確
保
の
取
り
組

み
を
推
進
す
る
た
め
に
、
平
成
24

年
６
月
か
ら
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

の
実
証
運
行
を
行
い
、
平
成
27
年

10
月
１
日
か
ら
本
格
運
行
し
て
い

ま
す
。

　
現
在
は
、
毎
週
月
曜
日
・
水
曜

日
・
土
曜
日
に
１
日
５
便
（
午
前

２
便
・
午
後
３
便
）
運
行
し
、
利

用
者
は
65
歳
以
上
の
方
で
、
運
行

区
域
は
６
自
治
区
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
今
後
も
こ
の
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ

ー
を
充
実
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、
路
線
拡
張
や
運
行

便
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
、
町
長
の
見
解
を
伺
い

ま
す
。

加藤議員町　長

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
に
つ
い
て

運
行
便
や
利
用
状
況
の
検
証
を
進
め
、

見
直
し
に
向
け
て
事
業
者
と
協
議
し
て
い
く

全

道
路
運
送
法

　

道
路
運
送
事
業
の
適
正
な
運
営

及
び
公
正
な
競
争
を
確
保
し
、
道
路

運
送
に
関
す
る
秩
序
を
確
立
す
る
た

め
、昭
和
26
年
に
制
定
さ
れ
た
法
律
。

　

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
を
運
行
す
る

た
め
に
は
、
こ
の
法
律
に
基
づ
く
運

行
許
可
等
の
申
請
手
続
き
が
必
要

で
あ
り
、
地
域
の
交
通
機
関
等
に
よ

り
構
成
さ
れ
る
地
域
公
共
交
通
会
議

（
適
切
な
運
行
の
態
様
や
運
賃
等
に

つ
い
て
協
議
す
る
組
織
）
で
の
承
認

も
必
要
に
な
る
。

こ
と
ば
辞
典

早坂議員町　長

防
災
対
策
に
つ
い
て

よ
り
効
果
的
な
周
知
方
法
や
防
災
意
識
の

　
　
　
　
向
上
に
繋
が
る
訓
練
を
検
討
す
る

早
坂
議
員

　
　
　
長
は
執
行
方
針
の
中
で
、
総

　
　
　
合
防
災
訓
練
及
び
町
民
の
防

災
意
識
の
向
上
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

　
由
仁
町
の
防
災
マ
ッ
プ
は
平
成
25

年
２
月
に
作
成
さ
れ
、
こ
れ
は
全
戸

に
配
布
済
み
で
す
。

　
町
内
に
は
13
か
所
の
避
難
所
が
あ

り
ま
す
が
、
町
民
の
皆
さ
ん
、
特
に

市
街
地
の
方
は
、
災
害
時
に
ど
の
ル

ー
ト
で
ど
こ
の
場
所
に
避
難
す
る
か

把
握
し
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
ま

す
。

　
町
民
へ
の
避
難
場
所
や
避
難
ル
ー

ト
の
周
知
徹
底
を
は
じ
め
、
防
災
対

策
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま

す
が
、
今
後
ど
の
よ
う
な
防
災
対
策

を
講
じ
て
い
く
の
か
、
町
長
の
見
解

を
伺
い
ま
す
。

町
長
答
弁

　
　
　
町
で
は
近
年
、
幸
い
に
も
大

　
　
　
き
な
災
害
に
見
舞
わ
れ
て
い

な
い
と
は
い
え
、
大
規
模
な
地
震
や

台
風
に
よ
る
大
雨
な
ど
、
日
本
全
国

で
は
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
す
災
害

が
起
こ
っ
て
お
り
、
防
災
対
策
は
極

め
て
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
防
災
マ
ッ
プ
に
つ
い
て
は
、全
戸
配

布
の
ほ
か
、町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
、町
民
の
み
な
さ
ん
が
い

つ
で
も
見
ら
れ
る
よ
う
周
知
を
図
っ

て
い
ま
す
が
、近
く
の
避
難
所
や
避

難
ル
ー
ト
を
把
握
し
て
い
な
い
方
が

お
ら
れ
る
の
も
現
実
と
捉
え
て
い
ま

町

当

町
長
答
弁

　
　
　

マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
を
は

　
　
　

じ
め
と
す
る
地
域
公
共

交
通
対
策
は
、
過
疎
地
域
な
ど

「
公
共
交
通
空
白
地
」に
お
け
る

住
民
の
日
常
生
活
の
移
動
手
段
、

い
わ
ゆ
る「
足
」を
確
保
す
る
施

策
と
し
て
道
路
運
送
法
に
よ
る

国
土
交
通
大
臣
の
許
可
等
が
必

要
な
制
度
で
す
。

　
当
町
に
お
い
て
も
、平
成
24
年

６
月
か
ら
川
端
・
東
三
川
・
岩
内

地
区
に
住
む
65
歳
以
上
の
高
齢

者
、身
体
障
が
い
者
等
を
対
象

に
、由
仁
ハ
イ
ヤ
ー
が
事
業
者
と

し
て
１
日
４
便
、火
曜
・
木
曜
日

の
週
２
日
で
実
証
運
行
を
実
施

し
て
き
ま
し
た
。

　
平
成
26
年
４
月
か
ら
は
、運
行

範
囲
を
中
三
川
・
本
三
川
・
山
桝

自
治
区
に
拡
大
し
、さ
ら
に
、平

成
27
年
10
月
か
ら
は
運
行
便
を

１
便
、運
行
日
を
１
日
増
や
し
て

本
格
運
行
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
充
実

に
関
し
て
は
、事
業
者
か
ら
現
状

で
の
路
線
や
運
行
便
の
拡
張
は
、

運
転
手
の
確
保
や
通
常
営
業
と

の
関
係
で
難
し
い
と
の
回
答
を

得
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

し
か
し
、昨
年
来
、運
行
区
域

外
の
自
治
区
か
ら
多
く
の
要
望

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

運
行
便
や
利
用
状
況
の
検
証
を

進
め
、今
後
、見
直
し
に
向
け
て

事
業
者
と
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

デ

す
。

　

こ
れ
ら
の
周
知
に
つ
い
て
は
、

訓
練
な
ど
を
通
じ
て
引
き
続
き

行
っ
て
い
き
ま
す
が
、場
合
に
よ

っ
て
は
土
砂
崩
れ
や
地
割
れ
な
ど

に
よ
り
道
路
が
通
行
で
き
な
い

こ
と
も
想
定
さ
れ
ま
す
の
で
、ど

ち
ら
か
と
申
し
ま
す
と
避
難
さ

れ
る
方
一
人
ひ
と
り
の
自
主
判
断

に
よ
る
臨
機
応
変
・
柔
軟
な
対
応

が
よ
り
重
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　

災
害
時
に
適
切
な
ル
ー
ト
を

選
択
し
速
や
か
に
避
難
で
き
る

よ
う
、防
災
無
線
な
ど
で
必
要
な

情
報
を
提
供
い
た
し
ま
す
。

　

大
規
模
な
災
害
時
に
は
、町
や

国
な
ど
が
行
う
救
助
や
支
援
、い

わ
ゆ
る「
公
助
」は
も
ち
ろ
ん
必

要
で
す
が
、避
難
を
含
め
、ま
ず

は
自
ら
を
助
け
る「
自
助
」が
基

本
で
あ
り
、そ
し
て
、家
族
は
も

と
よ
り
、近
く
に
い
る
人
で
共
に

助
け
合
う「
共
助
」も
重
要
で
す
。

　

万
一
の
時
に
自
ら
を
助
け
、ま

た
、共
に
助
け
合
う
た
め
に
は
、

町
民
の
み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の

さ
ら
な
る
防
災
意
識
の
向
上
が

必
要
不
可
欠
で
す
の
で
、よ
り
効

果
的
な
周
知
方
法
や
防
災
意
識

の
向
上
に
繋
が
る
訓
練
を
検
討

し
、対
策
を
講
じ
て
い
き
ま
す
。

昨年実施された防災訓練

由仁町デマンドタクシー「Ｙｕｎｉキャブ」運行ダイヤ
 （町立病院→ＪＲ由仁駅→健康元気づくり館→役場→自宅→役場→健康元気づくり館→ＪＲ由仁駅→
   町立病院）

※出発時刻は、利用者の乗車場所・タクシーの乗合状況により異なるため、予約時に確認が必要。
＜問い合わせ＞　住民課環境・交通担当　☎ 83-3903
＜予　　　約＞　有限会社由仁ハイヤー　☎ 83-2727

便　名 ① 便　 ② 便　 ③ 便　 ④ 便 ⑤ 便　

出発（※） 8:15 ～ 9:00 11:45 ～ 12:30 13:15 ～ 14:00 15:45 ～ 16:30 18:50 ～ 19:35

到着（予定） （9:30） （13:00） （14:30） （17:00） （20:00）
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羽賀議員町　長

三
川
地
区
の
振
興
に
つ
い
て

三
川
地
区
の
地
の
利
を
活
か
し
て

 
企
業
の
誘
致
や
移
住
者
の
受
け
入
れ
に
努
め
て
い
く

羽
賀
議
員

　
　
　
年
振
り
に
工
業
団
地
に
新
企

　
　
　
業
が
進
出
す
る
と
い
う
明
る

い
報
道
が
あ
る
一
方
で
、
三
川
中
学

校
、
三
川
休
養
セ
ン
タ
ー
、
三
川
小

学
校
、
三
川
支
所
な
ど
長
年
地
域
に

あ
っ
た
学
校
や
町
施
設
の
廃
止
が
相

次
ぎ
、
地
域
住
民
は
大
き
な
寂
寥

（
せ
き
り
ょ
う
）
感
や
閉
塞
感
に
包

ま
れ
て
い
ま
す
。

　
人
口
を
み
て
も
平
成
３
年
か
ら
平

成
28
年
の
26
年
間
で
市
街
地
４
地
区

で
お
よ
そ
３
割
が
減
少
し
て
お
り
、

な
か
に
は
減
少
率
５
割
を
超
え
る
自

治
区
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
医
療
機
関
や
生
活
必
需
品

を
扱
う
店
舗
も
限
ら
れ
て
お
り
、
い

わ
ゆ
る
交
通
弱
者
や
買
い
物
難
民
と

い
わ
れ
る
日
常
生
活
に
不
便
さ
を
感

じ
て
い
る
住
民
の
方
も
多
数
お
ら
れ

ま
す
。

　
今
後
、
地
域
住
民
に
元
気
を
与
え

活
力
あ
る
地
域
に
な
る
よ
う
振
興
さ

れ
て
い
く
の
か
、
町
長
の
見
解
を
伺

い
ま
す
。

町
長
答
弁

　
　
　
川
地
区
の
「
地
の
利
」
に
最

　
　
　
大
の
評
価
を
い
た
だ
き
、
20

年
ぶ
り
に
新
た
な
企
業
進
出
と
い

う
、
う
れ
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
り
ま

し
た
。

　
一
方
、
平
成
３
年
に
は
三
川
市
街

地
に
１
、０
８
１
人
い
た
人
口
が
平

成
28
年
に
は
７
５
６
人
と
な
り
、
25

年
間
で
約
３
割
に
あ
た
る
３
２
５
人

が
減
少
す
る
な
ど
、
人
口
減
少
社
会

へ
の
突
入
に
伴
い
ま
し
て
、
昨
年

20

三

３
月
に
は
三
川
休
養
セ
ン
タ
ー
の
廃

止
、ま
た
、こ
の
３
月
を
も
っ
て
三
川

小
学
校
の
閉
校
、三
川
支
所
の
廃
止

と
公
共
施
設
廃
止
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が

重
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
で「
さ
び
し

く
な
っ
た
」と
感
じ
て
い
る
方
も
い
ら

っ
し
ゃ
る
か
と
察
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、生
活
必
需
品
を
扱
う
店
舗

な
ど
に
つ
い
て
も
、20
年
前
か
ら
み
ま

す
と
Ｊ
Ａ
な
ど
数
件
の
撤
退
が
あ
り

ま
し
て
、店
舗
は
少
な
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
が
、現
在
は
民
間
企
業
に

よ
る
移
動
販
売
や
宅
配
事
業
な
ど
の

新
た
な
サ
ー
ビ
ス
が
目
覚
ま
し
い
普

及
を
遂
げ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
「
三
川
地
区
の
振
興
」に
つ
い
て
で

す
が
、冒
頭
で「
地
の
利
」に
つ
い
て
少

し
述
べ
ま
し
た
が
、国
道
２
３
４
号

線
と
２
７
４
号
線
が
縦
走
横
断
し
、

空
港
、港
、高
速
道
路
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
へ
の
ア
ク
セ
ス
、さ
ら
に
は
、大

き
な
災
害
が
な
い
地
域
で
あ
る
こ
と

な
ど
、こ
う
い
っ
た
環
境
は
、他
の
地

域
と
十
分
に
戦
え
る「
強
い
武
器
」で

あ
る
と
い
う
こ
と
を
こ
の
度
、あ
ら

た
め
て
確
信
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
後
に
つ
い
て
も
、三
川
地
区
の
こ

の
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
て
、地
域
経
済

活
動
の
展
開
が
図
れ
る
よ
う
、製
造

業
に
こ
だ
わ
る
こ
と
な
く
、企
業
の

誘
致
や
移
住
者
の
受
け
入
れ
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

三川の由仁工業団地

ス
マ
ー
ト
農
業

　

ス
マ
ー
ト
農
業
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
技
術

や
情
報
通
信
等
の
先
端
技
術
を
活
用
す

る
こ
と
で
更
な
る
生
産
の
効
率
化
や
農

産
物
の
高
付
加
価
値
化
を
目
指
す
も
の

で
あ
る
。

　

自
動
走
行
シ
ス
テ
ム
等
の
導
入
に
よ

る
ト
ラ
ク
タ
ー
等
の
夜
間
・
複
数
台
同

時
走
行
・
自
動
走
行
の
ほ
か
、
除
草
作

業
や
水
管
理
の
自
動
化
に
よ
り
、
効
率

の
良
い
大
規
模
生
産
・
低
コ
ス
ト
化
が

可
能
に
な
り
、
セ
ン
シ
ン
グ
技
術
の
活

用
に
よ
り
、
ほ
場
間
や
ほ
場
内
の
土
壌

や
水
温
、
作
物
生
育
な
ど
の
「
ば
ら
つ

き
」
を
精
確
に
把
握
し
、
き
め
細
か
く

対
応
す
る
こ
と
に
よ
り
、
品
質
や
収
量

の
高
位
安
定
化
を
実
現
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

　

ま
た
、
パ
ワ
ー
ア
シ
ス
ト
ス
ー
ツ
や

収
穫
・
運
搬
機
の
自
動
化
に
よ
り
省
力

化
を
図
る
。

こ
と
ば
辞
典

羽賀議員町　長

ス
マ
ー
ト
農
業
へ
の
支
援
に
つ
い
て

情
報
の
提
供
と
周
知
に
努
め
、
講
習
会
や
視
察
な
ど

　
　
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
協
議
を
し
て
い
く

羽
賀
議
員

　
　
　
年
こ
の
分
野
に
お
け
る
技
術

　
　
　
革
新
は
著
し
く
、
農
水
省
で

も
ト
ッ
プ
企
業
、
農
機
メ
ー
カ
ー
、

学
識
経
験
者
を
メ
ン
バ
ー
と
す
る

「
ス
マ
ー
ト
農
業
の
実
現
に
向
け
た

研
究
会
」
を
立
ち
上
げ
る
な
ど
、
本

腰
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
き
て
い
ま

す
。

　
当
町
で
も
今
後
、
高
齢
化
・
後
継

者
不
足
等
に
よ
り
個
々
の
経
営
規
模

の
拡
大
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
省
力

化
、
コ
ス
ト
削
減
、
安
定
生
産
な
ど

の
観
点
か
ら
瞠
目
（
ど
う
も
く
）
さ

れ
る
分
野
だ
と
考
え
ま
す
。

　
町
内
で
も
、
先
進
的
な
農
家
で
は

Ｇ
Ｐ
Ｓ
な
ど
を
既
に
導
入
、
活
用
し

て
い
る
事
例
も
あ
り
ま
す
が
、
他
の

機
器
も
含
め
初
期
投
資
が
多
額
な
事

も
あ
り
、
な
か
な
か
取
り
組
み
づ
ら

い
の
が
現
状
か
と
考
え
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
Ｊ
Ａ
・
普
及
セ
ン
タ

ー
・
農
機
メ
ー
カ
ー
等
と
連
携
し
、

講
習
会
や
先
進
地
の
視
察
、
そ
し
て

予
算
措
置
が
可
能
で
あ
れ
ば
普
及
に

向
け
た
事
業
の
展
開
な
ど
、
こ
の
分

野
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て
、
町
長

の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

町
長
答
弁

　
　
　
年
、
当
町
の
基
幹
産
業
で
あ

　
　
　
る
農
業
は
、
農
業
従
事
者
の

減
少
や
高
齢
化
を
は
じ
め
、
減
反
政

策
の
廃
止
、
市
場
開
放
や
規
制
改
革

の
波
が
押
し
寄
せ
、
大
き
な
転
換
期

を
迎
え
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
担
い
手
へ
の
農
地
集
約
に

よ
る
経
営
規
模
の
拡
大
や
農
業
基
盤

整
備
事
業
な
ど
に
よ
る
農
地
区
画
の

拡
大
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
に
加
え
、

気
象
条
件
か
ら
農
作
業
が
一
定
の
期

間
に
集
中
す
る
傾
向
が
強
い
こ
と
か

ら
、
農
作
業
の
省
力
化
、
軽
労
化
、

精
密
化
に
対
応
す
る
技
術
が
一
層
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
農
作
業
の
省
力
的
・
効
率

的
な
生
産
体
制
の
確
立
を
図
る
手

近

近

段
と
し
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
ロ
ボ
ッ
ト
技

術
を
活
用
し
た
、
い
わ
ゆ
る
「
ス
マ

ー
ト
農
業
」
が
、
新
た
な
農
業
経
営

ス
タ
イ
ル
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
そ
の
中
で
も
、
情
報
通
信
技
術
を

応
用
し
た
Ｇ
Ｐ
Ｓ
の
技
術
は
、
既

に
、
自
動
車
や
携
帯
電
話
な
ど
の
ナ

ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
と
し
て
広

く
一
般
に
普
及
し
て
い
ま
す
が
、
近

年
、
農
業
分
野
に
お
け
る
Ｇ
Ｐ
Ｓ
ガ

イ
ダ
ン
ス
シ
ス
テ
ム
が
、
北
海
道
を

中
心
と
し
て
、
急
速
に
そ
の
活
用
が

進
ん
で
き
て
い
ま
す
。

　
こ
の
、
シ
ス
テ
ム
は
、
農
業
機
械

の
現
在
地
、
方
向
、
速
度
を
把
握
で

き
る
ほ
か
、
設
定
し
た
作
業
間
隔
に

よ
る
経
路
の
誘
導
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
行
う
こ
と
が
で
き
、
様
々
な
農
作

業
の
場
面
で
活
用
が
で
き
る
こ
と
か

ら
、
作
業
の
省
力
化
、
効
率
化
は
も

と
よ
り
、
農
業
従
事
者
の
精
神
的
、

肉
体
的
な
疲
労
感
の
軽
減
、
経
験
の

浅
い
後
継
者
等
で
も
一
定
レ
ベ
ル
の

作
業
が
可
能
と
な
り
、
農
業
分
野
に

お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
利
活
用
に
つ
い

て
、
今
後
の
普
及
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

当
町
に
お
い
て
も
、
昨
年
２
月

に
、
Ｊ
Ａ
そ
ら
ち
南
が
中
心
と
な

り
、
栗
山
町
と
連
携
し
て
、
「
Ｉ
Ｃ

Ｔ
利
活
用
農
業
勉
強
会
」
を
開
催

し
、
先
進
地
の
実
例
や
技
術
開
発
に

つ
い
て
、
講
演
、
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。

　
ま
た
、
生
産
現
場
に
お
け
る
先
進

技
術
を
組
み
合
わ
せ
た
革
新
的
技
術

体
系
の
実
証
研
究
や
、
次
世
代
の
技

術
体
系
を
生
み
出
す
研
究
開
発
を
実

施
す
る
国
の
「
革
新
的
技
術
開
発
・

緊
急
展
開
事
業
」
に
お
い
て
、
由

仁
・
栗
山
両
町
を
対
象
地
域
と
し
、

農
作
業
の
ロ
ボ
ッ
ト
化
・
自
動
化
に

関
す
る
研
究
開
発
の
実
証
試
験
地
と

し
て
、
現
在
、
取
り
組
み
を
進
め
て

い
ま
す
。

　
町
と
し
て
も
、
規
模
拡
大
や
経
営

効
率
化
を
進
め
よ
う
と
す
る
農
業
者

に
対
し
、
国
の
機
械
導
入
の
補
助
制

度
の
活
用
に
つ
い
て
、
情
報
の
提
供

と
周
知
に
努
め
る
と
と
も
に
、
急
速

な
技
術
開
発
が
進
ん
で
い
る
こ
と
か

ら
、
利
活
用
や
事
業
効
果
な
ど
、
Ｊ

Ａ
を
は
じ
め
、
町
内
農
業
関
係
機

関
、
団
体
と
連
携
し
な
が
ら
、
講
習

会
や
先
進
地
視
察
な
ど
、
今
後
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
協
議
を
し
て
い
き

ま
す
。
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行 政 報 告 （町長　松 村 　 諭 ）

１．ふるさと寄附金
　の受付状況につ
　いて

　今年度の寄附金は、受付ベースで３月１日現在、3,295 件、9,188
万円となり、この制度がスタートしました平成 25 年度実績の 50 倍、
前年度決算と比べますと件数が 2.8 倍の 2,114 件、金額が 3.3 倍の
6,382 万円の増となっています。
　特に１口５万円以上の寄附が 691 件もあり、金額の大幅な増につ
ながっています。増加の要因としましては、返礼品の見直しに加えて、
クレジットカード納付の導入、東京・大阪・札幌で行った「ふるさ
と納税ＰＲ」、さらには、インターネットからの申込窓口を２か所に
広げたことによる効果が大きいと考えています。
　来年度におきましても、さらなる寄附金額の増額と由仁町のＰＲ
に努めていきます。

２．災害時の物資供
　給等に関する協
　定及び地域見守
　り活動に関する
　協定等の締結に
　ついて

　去る１月 20 日、役場庁舎におきまして、株式会社セブンイレブン
ジャパンと「災害時の物資供給及び店舗営業の継続又は早期再開に
関する協定」を締結しました。
　この協定は、地震、風水害、その他の大規模な事故等による災害
が発生し、又は発生するおそれがある場合に、相互に協力して食料
等の供給を行い、町民生活の早期安定を図ることを目的とするもの
です。
あわせまして、同社とは「由仁町地域見守り活動に関する協定」も
締結しました。
　この協定は、セブンイレブン由仁店が行う弁当等の配達の際に、
高齢者宅などにおいて異変を察知した場合には、すぐに町に連絡す
ることなどを盛り込み、地域福祉の向上に寄与することを目的とす
るものです。
　さらに、同様の協定を２月２日に、南空知４町の北海道新聞販売
店で構成された「北海道新聞南空知地区会」とも締結し、また、本
定例会終了後には、町内の郵便局やヤマト運輸株式会社とも地域見
守り協定を締結する予定であり、多くの企業・組織と連携しながら、
町民の皆さんが安心して暮らすことのできる地域社会の実現に寄与
することを期待しているところです。

３．工事の進捗状況
　について

　「由仁町防災行政無線デジタル化
工事」は、ほぼ完了し、３月末まで
に戸別受信機の配布を終える予定と
なっております。

行
　
政
　
報
　
告

戸別受信機

大竹議員町　長

コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

「
第
六
次
由
仁
町
総
合
計
画
」に
基
づ
き
進
め
て
い
き
、

　
　
　
　 
今
後
、
長
期
的
な
視
点
で
検
討
し
て
い
く

大
竹
議
員

　
　
　
年
度
の
町
政
執
行
方
針
の
中

　
　
　
で
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く

り
が
重
点
政
策
の
一
つ
と
し
て
掲
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
は
、
人
口
減
少
や
空
洞

化
す
る
中
心
市
街
地
活
性
化
の
た
め

多
く
の
住
民
か
ら
も
期
待
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　
し
か
し
、
具
体
的
に
は
「
公
営
住

宅
長
寿
命
化
計
画
」
に
よ
る
北
栄
団

地
と
三
川
わ
か
ば
団
地
の
各
１
棟
の

建
設
計
画
が
示
さ
れ
て
い
る
だ
け
で

す
。

　
こ
の
取
り
組
み
を
一
層
強
め
る
た

め
に
は
、
公
営
住
宅
の
中
心
地
区
へ

の
集
約
化
を
軸
に
、
買
い
物
・
通

院
・
日
常
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

活
動
の
活
性
化
・
交
通
弱
者
対
策
な

ど
、
抜
本
的
な
対
策
が
求
め
ら
れ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す

が
、
町
長
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

町
長
答
弁

　
　
　
町
に
お
け
る
コ
ン
パ
ク
ト
な

　
　
　
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
つ
い

て
は
、
平
成
28
年
３
月
に
策
定
し
ま

し
た
「
由
仁
町
創
生
総
合
戦
略
」
で

重
点
目
標
の
一
つ
に
位
置
付
け
、
同

じ
く
平
成
28
年
３
月
に
策
定
し
ま
し

た
「
住
生
活
基
本
計
画
及
び
公
営
住

宅
等
長
寿
命
化
計
画
」
の
中
で
も
、

公
営
住
宅
の
入
居
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
し
ま
し
て
、
ま
ち
な
か

居
住
の
必
要
性
に
つ
い
て
検
討
し
、

コ
ン
パ
ク
ト
タ
ウ
ン
に
向
け
た
公
営

住
宅
等
の
整
備
を
位
置
付
け
た
と
こ

ろ
で
す
。

新

当

　

さ
ら
に
、こ
の
た
び
議
決
を
い
た

だ
き
ま
し
た「
第
六
次
由
仁
町
総
合

計
画
」で
も
、政
策
の
柱
と
し
て「
コ

ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
」を

位
置
付
け
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
コ
ン
パ
ク
ト
化
と
い
い
ま
し
て
も
、

由
仁
町
に
は
３
つ
の
地
区
が
あ
り
ま

し
て
、そ
れ
を
今
す
ぐ
に
一
極
集
中
型

に
し
、全
て
の
人
口
の
集
約
を
図
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
例
え
ば
一
つ
の
例
と
し
ま
し
て
、農

業
に
従
事
す
る
方
の
ほ
と
ん
ど
は
農

村
部
に
居
住
し
て
い
ま
す
が
、高
齢

化
や
後
継
者
不
足
に
よ
る
高
齢
独
居

世
帯
化
に
よ
り
、「
ま
ち
な
か
移
住
を

希
望
し
た
い
」と
い
う
要
望
が
あ
っ
た

方
に
つ
い
て
は
、居
住
の
集
約
化
を
推

進
し
て
い
こ
う
と
い
う
考
え
方
で
す
。

　
す
で
に
、コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く

り
と
並
行
し
て
、町
民
の
皆
さ
ん
が

現
在
住
ん
で
お
ら
れ
る
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
に
お
い
て
、お
互
い
に
支
え
合
い

な
が
ら
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
く
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、「
地
域
支
え
合
い

活
動
の
推
進
に
関
す
る
条
例
」を
制

定
し
、町
民
の
皆
さ
ん
の
互
助
に
よ

る
生
活
支
援
活
動
を
推
進
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、見
守
り
活
動
を
基

盤
と
し
て
、買
い
物
や
通
院
時
の
支

援
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
増
進
に
努

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
後
は
、「
第
六
次
由
仁
町
総
合
計

画
」に
基
づ
き
、コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
が
、こ

れ
は
、短
期
間
で
目
に
見
え
る
よ
う

な
効
果
を
生
み
だ
す
こ
と
は
難
し
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

官
だ
け
で
は
な
く
民
間
と
の
連
携

を
図
り
な
が
ら
、中
心
市
街
地
の
活

性
化
や
コ
ン
パ
ク
ト
化
な
ど
、ど
の
よ

う
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
べ

き
か
を
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
知
恵

を
絞
っ
て
、今
後
、長
期
的
な
視
点
で

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

昨年完成した「あけぼの団地」
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教 育 行 政 報 告 （教育長　田 中 宣 行 ）

１．「由仁町立小学
　校合同閉校式」に
　ついて

　本年３月 31 日をもって閉校となります由仁小学校と三川小学校の
合同閉校式を、去る２月 11 日に由仁町文化交流館において執り行っ
たところです。
　当日は、両校の在校児童と教職員合わせて 240 名のほか来賓及び
関係各位約 100 名のご参会をいただき、松村町長による式辞に続き、
ご来賓の小山空知教育局長、熊林由仁町議会議長からのご祝辞を頂
戴し、両校の児童代表による「お別れのことば」や両校それぞれの
児童による校歌斉唱、式典に向けて取り組んできた両校の全児童に
よる合唱が披露され、厳かな中にも感慨深い、感動的な式典となっ
たところです。ご出席を賜りました皆様ほか、式典の挙行にあたり
お力添えを賜りました皆様に対しまして、ここで改めてお礼を申し
上げる次第です。ありがとうございました。

２．「平成 28 年度
　全国体力・運動能
　力、運動習慣等調
　査結果」について

　「新体力テスト」とも言われておりますこの調査は、昨年４月から
７月までの期間に、全国の小学校５年生と中学校２年生を対象とし
て実施され、このほど調査結果が公表されたところです。
　実技については、８種目の調査を行い、小学校と中学校の共通実
技として、握力、上体起こし、長座体前屈、反復横とび、20 ｍシャ
トルラン、50 ｍ走、立ち幅とびの７種目のほか、小学校ではソフト
ボール投げ、中学校ではハンドボール投げを実施しております。
　その調査結果ですが、まず、北海道の体力合計点については、小
学校、中学校の男女ともに全国平均を下回りましたが、小学校の握
力とソフトボール投げについては男女ともに全国平均を上回る結果
となっています。
　次に、当町の結果についてですが、小学校については、男子の体
力合計点が全国平均を上回り、内訳では、握力と上体起こし、反復
横とび、立ち幅とび、ソフトボール投げの５種目が全国平均を上回っ
たところです。女子の体力合計点は、全道平均を下回りましたが、
上体起こしとソフトボール投げの２種目では全国平均を上回りまし
た。中学校については、男女ともに全国平均を上回り、握力と上体
起こし、長座体前屈、ハンドボール投げのほか、男子は立ち幅とび、
女子では反復横とびで全国を上回りました。
　また、体格と肥満度に関する調査については、北海道の小中学校
の男女ともに肥満傾向児の出現率が全国より高く、依然として北海
道の子どもたちが肥満傾向にあるとの結果が現れました。
　当町の状況につきましては、小学校の男女ともに全国・全道に比
べ肥満傾向児の出現率が高い結果となり、また、中学校については、
男子が全国・全道に比べ肥満傾向児の出現率が高い状況でしたが、
女子については全道・全国に比べ肥満傾向児の出現率が低い結果と
なっています。

教
育
行
政
報
告

３．「平成 29 年３
　月中学校卒業予
　定者の進路状況」
　について

　本年３月の由仁中学校卒業予定者は 51 名で、全員が高等学校への
進学を希望しています。
　第１志望の出願先の状況については、管内の公立高校には、岩見
沢西高校に 11 名、岩見沢農業高校に 10 名、栗山高校に８名、岩見
沢東高校に６名、岩見沢緑陵高校に５名、長沼高校に２名、三笠高
校と新篠津高等養護学校にそれぞれ１名、管外の公立高校には、石
狩管内、オホーツク管内、日高管内の３つの高校にそれぞれ１名の
計 47 名が出願しています。
　さらに、私立高校には、４つの高校にそれぞれ１名ずつ計４名が
出願しています。
　なお、私立高校の受験は実施済で、公立高校は明日３月７日が受
験日であり、公立高校一般受験の合格発表は３月 17 日に予定されて
います。

４．「学校施設にお
　けるダイオキシ
　ン及びアスベス
　ト調査の結果」に
　ついて

　平成 26 年３月の石綿障害予防規則の改正により、これまでの規制
対象である吹き付けアスベスト等に加え、新たに「石綿を含有する
張り付けられた保温材、耐火被覆材、断熱材（以下「石綿含有保温
材等」と称します。）」が追加されたことから、町教育委員会では今
年度当初に、小学校及び中学校における煙突を対象として、規制対
象となる石綿が含有されているか否かの試料採取調査を委託し分析
を行ったところです。
　この分析の結果、由仁中学校の煙突の断熱材にアスベストが含有
されていることが確認され、また由仁小学校の煙突からはアスベス
トは検出されなかったものの、現在は使用していない、目張りを施
し完全密封した煙突付きの焼却炉内の付着物からダイオキシン類が
検出されましたので、去る 11 月に、由仁中学校で大気汚染防止法に
基づく大気中の飛散状況調査を、由仁小学校で焼却炉部分に係るダ
イオキシンの暴露状況の調査を、環境測定の専門機関である「エヌ
エス環境株式会社」に業務委託しそれぞれ調査を行ったところです。
　この結果、由仁中学校に係る調査では、大気中のアスベスト濃度
は基準値未満であり、飛散の可能性は極めて低く、断熱材の劣化も
認められないこと、由仁小学校に係る調査の大気中のダイオキシン
類の濃度も基準値未満で暴露が認められないこと、及びこのことか
ら早急な対策や工事等の必要はない、との報告を受けたところです。
　教育委員会としましては、今後も各学校と連
携を図りながら、平素における目視点検を継続
実施するほか、必要に応じ専門機関等による点
検や測定を行うなど適切に対処していきます。
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会　計　名 補正前の額 補正後の額 補正額計

一般会計

5,726,654 6,013,017 286,363

特　
　
　
　
　

別　
　
　
　
　

会　
　
　
　
　

計

国保事業
会　　計

1,337,235 1,271,944 △ 65,291

病院事業
会　　計

493,094 489,699 △ 3,395

集排事業
会　　計

251,020 244,633 △ 6,387

介護事業
会　　計

641,770 604,941 △ 36,829

水道事業
会　　計

581,186 565,697 △ 15,489

補 正 予 算
平成 28年度各会計補正予算は原案のとおり可決されました。　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）	

（主な増減理由）
一般被保険者療養給付費	 △ 38,810	 保険財政共同安定化事業拠出金	△ 14,842
償還金	 △ 6,376	 直営診療施設繰出金	 △ 3,973

（主な増減理由）
防災行政無線デジタル化工事	 	 国保病院事業繰出金	 37,840
　　　　　　　　　　　　	△ 205,536	 穀類乾燥調製貯蔵施設等整備事業
消耗品費（ふるさと寄附金）	 17,500	 	 451,695
ふるさと納税システム使用料	 	2,587	 道営農業農村整備事業	 10,763
ふるさと基金費積立金	 33,300	 農業基盤整備促進事業由仁地区工事
居宅サービスステーション補助金	 	 	 △ 23,736
	 △ 2,161	 農業集落排水事業繰出金	 3,024
老人保護措置費	 △ 1,880	 第一太田線道路改築工事	 △ 6,640
介護保険事業繰出金	 △ 5,402	 あけぼの団地建設工事	 △ 7,226
介護給付費等	 9,312	 しらかば団地建設工事	 △ 4,278
国保事業繰出金	 2,876	 移転補償費	 △ 8,662
年金生活者等臨時福祉給付金	△ 5,250	 由仁消防団負担金	 △ 1,899
児童手当	 △ 3,240	 がんばれ子ども応援基金積立金	 3,000
予防接種委託料　　　　　	　△ 2,034		 給食センター改築事業実施設計	△ 2,925
南空知公衆衛生組合負担金	 	2,027		 　　　　　　　　　
水道事業会計繰出金	 18,742

（主な増減理由）
給与費	 △ 2,100
経費	 △ 953

（主な増減理由）
消費税	 △ 1,405	 公共ます設置工事	 △ 2,747
農業集落排水施設実施設計	 △ 4,160

（主な増減理由）
居宅介護サービス等給付費	 △ 7,242	 居宅介護サービス計画給付費	 1,552
地域密着型介護サービス給付費	△ 1,356	 高額介護サービス費	 △ 1,998
施設介護サービス給付費	 △ 22,602

（主な増減理由）
原水及び浄水費	 △ 4,225	 配水及び給水費	 △ 6,828
資産減耗費	 △ 7,299	

●
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

　
　

育
児
休
業
等
の
対
象
と
な
る
子
の
範
囲
拡
大
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し

　

た
。

●
由
仁
町
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
に
関
す
る
条
例
の
制
定

　
　

多
様
化
・
複
雑
化
す
る
業
務
に
対
応
す
る
た
め
、
職
員
と
同
じ
条
件

　

で
臨
時
的
任
用
を
行
う
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

●
施
設
使
用
料
の
改
定
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例
の
制
定

　
　

公
共
施
設
の
使
用
料
の
特
例
期
間
が
本
年
３
月
で
終
了
す
る
こ
と
か

　

ら
、
各
施
設
の
使
用
料
に
つ
い
て
見
直
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

●
由
仁
町
役
場
支
所
設
置
条
例
を
廃
止
す
る
等
の
条
例
の
制
定
及
び
由
仁

　

町
の
特
定
の
事
務
を
取
り
扱
わ
せ
る
郵
便
局
の
指
定

　
　

３
月
末
で
三
川
支
所
を
廃
止
し
、
４
月
か
ら
そ
の
取
り
扱
い
業
務

　

は
、
三
川
郵
便
局
が
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

●
由
仁
町
議
会
議
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

　

正
す
る
条
例
の
制
定

　
　

平
成
27
年
10
月
か
ら
行
っ
て
い
る
月
額
報
酬
の
約
５
％
の
独
自
削
減

　

に
つ
い
て
は
平
成
29
年
３
月
ま
で
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
の
由
仁

　

町
の
財
政
状
況
を
考
慮
し
、
平
成
31
年
４
月
ま
で
の
現
議
員
の
任
期
中

　

に
お
い
て
継
続
実
施
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
第
１
回
臨
時
会

（
平
成
29
年
１
月
24
日
）

　
条
例
の
制
定
・
一
部
改
正

●
平
成
29
年
４
月
以
降
の
公
共
施
設
の
管
理
者
に
つ
い
て
、
指
定
が
行
わ

　

れ
ま
し
た
。

○
ゆ
に
ガ
ー
デ
ン
・
・
・
東
部
緑
地
株
式
会
社

○
由
仁
町
体
験
農
園
・
・
・
東
部
緑
地
株
式
会
社　
　

○
伏
見
台
球
場
・
・
・
東
部
緑
地
株
式
会
社

○
由
仁
町
ふ
れ
あ
い
交
流
館
・
・
・
一
般
社
団
法
人　

由
仁
町
観
光
協
会

○
由
仁
町
三
川
会
館
・
・
・
日
盛
ビ
ル
管
理
株
式
会
社

●
第
六
次
由
仁
町
総
合
計
画
基
本
構
想

　

議
会
活
性
化
・
ま
ち
づ
く
り
等
特
別
委
員
会
に
審
査
を
付
託
し
ま
し
た
。

●
地
方
議
会
議
員
の
厚
生
年
金
制
度
へ
の
加
入
を
求
め
る
意
見
書
に
つ
い

　

て
可
決
し
、
各
関
係
行
政
庁
に
提
出
し
ま
し
た
。

　
指
定
管
理
者
の
指
定

　
計
　
　
　
　
画

　
意
見
書
の
提
出

議
会
だ
よ
り
の
お
詫
び
と
訂
正
に
つ
い
て

　

議
会
だ
よ
り
第
１
４
４
号
（
２
月
１
日
発
行
）
12
ペ
ー
ジ
の
「
道
内
行
政
視

察
報
告
」
と
あ
る
の
は
、「
道
外
行
政
視
察
報
告
」
の
誤
り
で
す
。

　

訂
正
し
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
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２
月
13
日
か
ら
14
日
に
か
け
て
、
宗

谷
管
内
の
幌
延
町
で
医
療
提
供
体
制
に

つ
い
て
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　◆
幌
延
町
立
診
療
所
の
沿
革

　

昭
和
19
年
に
北
海
道
厚
生
連
幌
延
病

院
が
設
立
さ
れ
、
昭
和
28
年
に
こ
の
病

院
を
買
収
し
町
立
病
院
（
当
時
は
村

立
）
が
開
院
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

昭
和
42
年
に
移
転
新
築
さ
れ
ま
し
た

が
、
平
成
23
年
に
閉
鎖
し
、
町
立
診
療

所
と
し
て
移
転
開
院
し
て
い
ま
す
。

　

町
立
病
院
の
最
終
病
床
数
は
、
一
般

病
床
８
床
・
療
養
病
床
28
床
の
計
36
床

で
し
た
が
、
診
療
所
は
療
養
病
床
19
床

で
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

◆
診
療
所
に
移
行
し
た
背
景

○
築
40
年
を
経
過
し
た
町
立
病
院
の
老

朽
化
と
耐
震
改
修
の
対
応
が
必
要
で
あ

っ
た
。

○
平
成
18
年
の
診
療
報
酬
改
定
に
よ
り

病
院
経
営
が
悪
化
し
て
い
た
。

○
平
成
18
年
の
「
医
療
制
度
改
革
法
」

成
立
に
よ
り
、
医
療
費
適
正
化
の
観
点

か
ら
社
会
的
入
院
の
解
消
や
介
護
保
険

適
用
の
療
養
病
床
13
万
床
の
廃
止
や
医

療
保
険
適
用
の
療
養
病
床
25
万
床
を
40

％
削
減
し
15
万
床
に
す
る
こ
と
な
ど
公

立
病
院
の
経
営
改
革
の
推
進
が
求
め
ら

れ
て
い
た
。

◆
対
応
方
針

○
公
的
医
療
機
関
と
し
て
の
体
制

・
町
立
病
院
を
有
床
の
診
療
所
と
す

る
。

・
病
床
数
は
19
床
と
し
、
全
て
療
養
病

床
と
す
る
。
（
一
般
病
床
８
床
減
・
療

養
病
床
９
床
減
）

・
救
急
医
療
機
関
と
し
て
の
指
定
を
申

請
す
る
。

・
診
療
科
目
は
、
内
科
及
び
外
科
と
す

る
。
（
小
児
科
廃
止
）

○
医
療
と
連
携
し
た
保
健
・
福
祉
政
策

・
病
床
数
削
減
に
対
応
す
る
た
め
、
町

幌延町立診療所

◆◆道内行政視察報告◆◆
産業厚生常任委員会

報告者　産業厚生常任委員会委員長　佐　藤　英　司

営
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
入
所
人
員

を
10
名
増
員
し
、
町
営
の
短
期
入
所
施
設

の
入
所
人
員
を
３
名
増
員
す
る
。

・
町
民
の
主
体
的
な
健
康
づ
く
り
を
推
進

し
、
特
定
健
診
と
特
定
健
康
指
導
を
効
果

的
に
実
施
す
る
。

・
診
療
所
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
介
護
老
人

福
祉
施
設
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
連
携
を

図
り
、
一
体
的
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
図

る
。

・
救
急
救
命
士
の
増
員
、
高
規
格
救
急
自

動
車
の
導
入
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
要
請
な

ど
救
急
患
者
搬
送
体
制
を
整
備
す
る
。

○
町
の
診
療
所
経
営
事
業
に
対
す
る
財
政

負
担

・
地
方
交
付
税
措
置
分
は
一
般
会
計
か
ら

繰
り
出
し
を
行
い
、
施
設
整
備
や
医
療
機

器
の
購
入
な
ど
の
資
本
的
支
出
に
つ
い

て
、
補
助
金
や
起
債
等
を
充
当
し
て
も
不

足
す
る
額
は
、
一
般
会
計
が
負
担
す
る
。

・
職
員
給
与
費
や
医
薬
材
料
費
等
の
削
減

に
よ
り
経
営
の
効
率
化
に
努
め
る
。

〝由仁町議会へ町民皆様の声を届けてください〟
『由仁町の住みよいまちづくり』のために、町民皆様のご意見、ご要望、ご提言などをお待ちしています。

※匿名分は除かせていただきます。

あて先

メールアドレス　gikaij imu@town.yuni. lg.jp
　　　　ＴＥＬ　８３－２１１１
　　　　ＦＡＸ　８３－３０２０

（インターネット、携帯電話可）

◆
病
院
と
診
療
所
の
比
較

　

平
成
22
年
度
の
病
院
と
平
成
24
年
度

の
診
療
所
の
状
況
を
比
較
し
ま
す
。

　

収
支
に
つ
い
て
は
、
一
般
会
計
か
ら

の
繰
出
金
が
４
、
５
０
０
万
円
減
少
し

て
お
り
、
病
床
数
減
少
や
入
院
基
本
料

の
改
定
に
よ
る
減
収
以
上
に
費
用
が
減

少
し
て
い
ま
す
。

　

患
者
数
に
つ
い
て
は
、
入
院
患
者
は

病
床
減
に
伴
い
減
少
し
て
い
ま
す
が
、

利
用
率
は
上
が
っ
て
い
ま
す
。
外
来
患

者
は
診
療
科
目
が
減
少
し
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
増
加
し
て
い
ま
す
。

◆
移
行
時
の
住
民
の
反
応

　

住
民
の
反
応
と
し
て
は
特
に
問
題
は

な
く
、
病
院
の
際
に
は
院
内
薬
局
で
あ

っ
た
が
、
診
療
所
化
に
伴
い
院
外
薬
局

に
な
る
こ
と
で
、
流
れ
が
ど
う
変
わ
る

の
か
質
問
す
る
住
民
が
多
か
っ
た
と
の

こ
と
で
す
。

◆
視
察
を
終
え
て

　

由
仁
町
立
病
院
が
診
療
所
及
び
小
規

模
老
健
に
転
換
を
図
る
と
い
う
方
針
が

示
さ
れ
て
い
る
中
で
す
の
で
、
大
変
有

意
義
な
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

　

病
院
の
施
設
自
体
が
40
年
以
上
経
過

し
老
朽
化
し
て
い
る
こ
と
や
、
診
療
報

酬
改
定
等
の
要
因
で
病
院
経
営
が
苦
し

く
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
な
ど
状
況
は

概
ね
当
町
の
現
状
と
同
様
で
し
た
。

　

し
か
し
、
幌
延
町
は
こ
れ
を
き
っ
か

け
に
今
ま
で
以
上
の
医
療
サ
ー
ビ
ス
を

住
民
に
提
供
で
き
る
よ
う
努
力
さ
れ
、

診
療
所
移
行
後
は
、
病
床
の
利
用
率
や

外
来
患
者
数
が
伸
び
、
町
の
特
養
隣
接

地
に
診
療
所
を
建
設
す
る
こ
と
で
医
療

と
介
護
の
連
携
が
今
ま
で
以
上
に
図
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
救
急
医
療
に

も
力
を
い
れ
る
な
ど
住
民
サ
ー
ビ
ス
向

上
に
努
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
の
財
政
的
な
面
に
お
い
て

も
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
出
が
減
少
す

る
な
ど
効
果
が
表
れ
て
い
ま
し
た
。

　

当
町
に
お
い
て
は
先
だ
っ
て
病
院

を
、
診
療
所
及
び
小
規
模
老
健
に
転

換
す
る
と
い
う
計
画
が
策
定
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
計
画
は
経
営
の
効
率
化
だ
け
で

は
な
く
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

構
築
な
ど
に
よ
り
現
状
よ
り
さ
ら
に
質

の
高
い
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
住
民
に
提
供

す
る
と
い
う
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

幌
延
町
と
同
様
に
、
こ
の
計
画
に
沿

っ
て
、
医
療
の
み
な
ら
ず
介
護
や
福
祉

も
含
め
て
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
さ
ら
な
る

充
実
が
図
ら
れ
る
よ
う
期
待
を
し
て
い

ま
す
。

幌延町役場にて

区　　　分 平成 22 年度
病　院

平成 24 年度
診療所

病 床 数
一般８床

療養 28 床
療養 19 床

診 療 科 目 内科・外科・小児科 内科・外科

入 院 患 者 数 延べ 5,476 人 延べ 3,553 人

病 床 利 用 率 41.7％ 51.2％

外 来 患 者 数 延べ 14,150 人 延べ 14,804 人

１日平均外来患者数 58.2 人 60.4 人
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雪
解
け
も
進
み
春
へ
向
か
っ
て
一
直
線
‼
冬

籠
り
か
ら
解
放
さ
れ
て
町
の
空
気
は
一
気
に
活

動
的
に
感
じ
ま
す
。

　
現
議
員
の
任
期
も
２
年
を
終
え
、
新
町
長
に

よ
る
３
年
目
の
「
ま
ち
づ
く
り
予
算
」
を
３
月

の
定
例
会
で
可
決
し
ま
し
た
。
活
発
な
町
長
部

局
の
次
な
る
「
ま
ち
づ
く
り
政
策
」
を
期
待
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
町
民
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
「
ふ
る
さ
と

づ
く
り
」
の
ア
イ
デ
ア
等
を
お
近
く
の
議
員
に

伝
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
「
町
立
病
院
の
あ
り
方
」
も
方
向
が
決
ま
り

ま
し
た
。

　
ぜ
ひ
新
し
い
体
制
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　
町
民
皆
様
の
ご
健
勝
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま

す
。

　
　
　
　

 

文
責　
委
員　
　
浮　
田　
孝　
雄

編
集
後
記■編集／議会広報特別委員会

　　　　大竹　　登・羽賀　直文
　　　　早坂　寿博・浮田　孝雄
　　　　加藤　重夫

	

30日 全員協議会 （委員会室　議員）
 

１日 北海道新聞社新年交礼会 （滝川市　議長）
４日 渡辺孝一と新春を祝う会 （夕張市　議長）
９日 由仁町議会議員会ＯＢ会懇親会
  （ユンニの湯　議長）
10日 第９回議会活性化・まちづくり等特別委員会
  （委員会室　委員）
〃日 全員協議会 （委員会室　議員）
〃日 由仁町を日本一桜のまちにする会定期総会
  （健康元気づくり館　議長）
11日 由仁小学校・三川小学校合同閉校式
  （文化交流館　議長ほか）
〃日 三川小学校閉校記念碑除幕式
  （三川町民運動場　議長ほか）
〃日 三川小学校惜別の会 （三川小学校　議長ほか）
13～14日　産業厚生常任委員会道内行政視察
  （幌延町　委員）
15日 道央廃棄物処理組合議会第１回定例会
  （南幌町　組合議員）
19日 由仁町文化連盟創立50周年記念式典・祝賀会　
  （文化交流館　議長ほか）
20日 南空知葬斎組合議会第１回定例会　
  （議場　組合議員）
21日 空知教育センター組合議会第１回定例会
  （滝川市　組合議員）
 22日　石狩東部広域水道企業団第１回定例会
  （恵庭市　組合議員）
 23日　第10回議会活性化・まちづくり等特別委員会　  
  （委員会室　委員）
 27日　南空知公衆衛生組合議会第１回定例会
  （長沼町　組合議員）

28日 南空知ふるさと市町村圏組合議会第１回定例会
  （岩見沢市　組合議員）
〃日 南空知消防組合議会第１回定例会 
  （栗山町　組合議員）

１日 三役会議 （正副議長室　議長ほか）
２日 議会運営委員会 （委員会室　委員）
〃日 全員協議会 （委員会室　議員）
６～22日　由仁町議会第１回定例会 （議場　議員）
９日 北海道産業貢献賞受賞祝賀会 
  （文化交流館　議長）
12日 由仁中学校卒業式 （由仁中学校　議長ほか）
13日 五役会議 （正副議長室　議長ほか）
〃日 議会運営委員会 （委員会室　委員）
16～21日　予算審査特別委員会 （委員会室　委員）
17日 由仁・三川小学校卒業式
  （各小学校　議長ほか）
22日 議会広報特別委員会 （委員会室　委員）

３日 由仁町農民協議会定期代議員会
  （JAそらち南由仁支所　議長）
５日 由仁小学校開校式  （由仁小学校　議長ほか）
６日 由仁小・中学校入学式　
  （各小中学校　議長ほか）
〃日 そらち南農業協同組合通常総代会
  （文化交流館　議長）
10日 議会広報特別委員会 （委員会室　委員）
17日 空知町村議会議長会臨時総会
  （岩見沢市　議長）
25日 南空知町村議会議長連絡協議会総会　
  （栗山町　議長）

１月

3月

4月

2月

●18議 会 だ よ り


